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南丹市地域公共交通会議 事務局

（南丹市地域振興部地域振興課）

南 丹 市 地 域 公 共 交 通 会 議

議 事 録
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南丹市地域公共交通会議

（令和５年８月２２日開催）議事録

１．招集年月日 令和５年８月１日（火）

２．開催年月日 令和５年８月２２日（火）１０時１０分～１０時３５分

３．開催場所 南丹市園部文化会館「アスエルそのべ」３階大研修室

４．委員の総数及び出席者数並びにその氏名

（１）委員の総数 ２３名

（２）出席者数 １９名

（３）出席した委員の氏名 別紙出欠状況のとおり

５．議事の経過の要領及び議事別の議事事項

司会 皆様方にはご多忙の中、出席いただき誠にありがとうございます。

定刻となりましたので南丹市地域公共交通会議を開催させていた

だきます。

進行を務めさせていただきます、地域振興部長の平井でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

開会にあたり、南丹市長西村良平よりごあいさつを申し上げます。

西村市長 南丹市長の西村でございます。さて、路線バス、タクシー、或い

は福祉の有償運送などでございますが、なかなかこれだけ広いエ

リアに、乗車密度がどうしても低くなります。南丹市、人口が集中

してるところはあまりございません。全体に散らばってお住まい

いただき、しかも高齢化をしており、免許返納された方、高齢者の

方も多い中で、同時にそれぞれの皆さん方の移動手段というのを

しっかり確保していくことは、満足いただける状態までなかなか

いかないわけでございますが、しかしながら限られた財源なり、或

いは資源の中で、できることをしっかり取り組んでいこうという

ことで、この会議についても公共交通の基本的な考え方っていう

のをここでまとめていただき、具体的な施策に反映をしていると

ころでございますので、引き続いて皆様方にはよろしくお願いを

したいと思います。

最近大きな出来事があったのは、やはり西日本ＪＲバスですね。

園福線といいます園部から福知山まで走っておりますが、朝見て
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おりますと園部駅からかなりの方が京丹波の方に向いてご乗車を

いただいておりますし、また企業が独自に園部の駅からバスを運

行されておると。企業の送迎バスですね。そんな姿も見る中でこれ

は大変だな。また、この南丹市だけじゃなくて若い人たち、須知高

校へ通ってる子どもさんもおいででございます。これもなかなか

大変でございますし、何とかということで、皆様方の思いも受けと

めながら、ＪＲバス本社、大阪阿倍野まで要望に参りましたが、な

かなかうまくいかないところで、これをなくすわけにいかないと

いうことで、民間のバスを立ち上げていこうと。もちろん南丹市に

とっても大きな財政的な負担になるわけですが。南丹市の中京交

通とか、或いは舞鶴・福知山に営業所を置いているバス会社の京都

交通、その２社で路線を繋いでいただくことになりました。どのよ

うなダイヤになるかというのは、これからでございます。途切れな

いように繋いでいくということで努力をいただいておるところで

ございます。さらにＪＲ、減便ですね。コロナが原因だからコロナ

が収まれば戻るもんやと誰もが思ったんですが、そうならなかっ

たということで。これは今年の２月以降、３回ほど大きな取り組み

もいたしました。決起集会、また京都府への知事への要望でござい

ますとか、或いはＪＲ本社のダイヤを組む、その責任者に向けて、

国会議員もお越しいただいて大要望をいたしました。少し手ごた

えがありましたが、すぐさま元に戻るという気配はなかなか見え

ないところですが一日も早く、ちょっとでも復元して欲しい。そん

なことも大きな課題として挙がっておるところでございますが、

公共交通を取り巻く課題解決、改善に向けて、今年度は地域公共交

通計画を策定するために、前回の会議において南丹市地域公共交

通活性化協議会も立ち上げていただき、この後、第二部でお世話に

なるというふうに思っておりますし、委員の皆様にはさらにお力

添えをいただきたいと思っておるところでございます。

本市にとって最も望ましい交通体系を委員の皆様にご議論いた

だき、公共交通施策の基本となるべき地域公共交通計画に盛り込

んでいただきたいと考えておりますので、何卒ご審議賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。

結びにあたりまして、委員の皆様には今後とも、南丹市のより

よい公共交通の構築に向けて、ご尽力をいただきますようお願い

申し上げ、開会にあたってのご挨拶に代えさせていただきます。本

日は大変お世話になります、ありがとうございます。
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司会 次に、新たに委員としてご就任いただきました皆様方をご紹介

させていただきます。お手元の公共交通会議の資料の中ほどにあ

ります、委員名簿をご覧いただきたいと思います。

京都大学大学院 工学研究科 准教授 松中亮治様です。

南丹市ＰＴＡ連絡協議会 理事 荻野真吾様です。なお、荻野様に

つきましては本日ご欠席で連絡をいただいております。

それではこの２名の委員さんを代表いただきまして、松中様に

委嘱状の交付をさせていただきます。

市長 【委嘱状交付】

大変お世話になります。よろしくお願いいたします。

司会 ありがとうございました。また松中様、荻野様には他の委員の

皆さまと同様に南丹市地域公共交通活性化協議会の委員を兼務し

ていただくことになりますので、ご了承いただきますようお願い

いたします。

なお、仲村学市議会議員、八木町選出の橋本委員、南丹市ＰＴＡ

連絡協議会選出の荻野委員と殿田中学校の世木校長先生が欠席と

なっております。また京阪京都交通株式会社 阪本委員の代理と

して町田様に、南丹広域振興局企画・連携推進課長平委員の代理と

して押坂様に、南丹市教育長國府委員の代理として柴田次長にご

出席いただいております。

以上、本日の会議については委員数２３名のうち代理を含め１

９名ご出席いただいていますので、条例第６条第２項により本会

議が成立していることを報告いたします。

開会にあたりまして前田会長からご挨拶をいただきます。

前田会長 皆さん大変暑い日が続いております。

本日は南丹市地域公共交通会議にお忙しい中ご出席賜りまして

大変ありがとうございます。

公共交通に関しましては全国的な課題ではございますけれど

も、利用者の減少、そして営業等のコストの増加によりまして、公

共交通維持がだんだんどんどん難しくなっております。先ほども

市長のお話がありましたように、鉄道ではダイヤ改正に伴う減便

があったり、また、路線バスは園部駅と福知山間を走る園福線につ

いても、現在の運行事業者の西日本ＪＲバスが撤退するというこ

とで、本市においても公共交通を巡る状況が大変厳しいものにな

っております。

またＪＲバスにおいては、これも先ほどお話があったんですけ
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ども、設置主体が連携しまして代替事業者の確保に努めていくと

聞いております。

交通に関する諸問題につきましては、今までとは考えられない

ことがおきておりまして、この状況を少しでも改善していかなけ

ればならないと思っております。

地域公共交通会議と前回の会議において立ち上げをいただきま

した地域公共交通活性化協議会において、委員の皆様の議論を重

ねて、本年、地域公共交通計画を策定し今後よりよい交通網の形成

を図りたいと思っております。

本日は公共交通会議、そして活性化協議会ということで二つの

会議があり少し長くなると思いますが、どうぞよろしくお願いい

たしまして最初にあたってのご挨拶とさせていただきます。どう

もありがとうございます。

司会 ありがとうございました。

西村市長につきましては他の公務のためここで退席をいたしま

す。

それでは会議の議事に入りますので、条例第６条第１項に基づ

き会長に進行をお願いいたします。

会長 それでは議案に入りたいと思います。議案、くるりんバス摩気・

園部東部線の運賃改定についてでございます。事務局からの説明

をお願いいたします。

事務局 【配布資料確認】

それでは議案の説明に移らせていただきます。

ぐるりんバス３０号系統摩気・園部東部線の運賃改定について

説明いたします。

３０号系統運賃均一化についてです。ぐるりんバスの他路線は

全線１５０円均一で運行しておりますが、唯一３０号系統摩気・園

部東部線のみ、３００円、４５０円と運賃が区域をまたがるごとに

加算されております。運行開始当初の設定料金を継続してきまし

たが、他路線の距離あたりの運賃と比較しても高額となることか

ら、更なる利用旅客増を求める観点からも運賃均一化を行うもの

です。

現行運賃体系の説明です。現在は園部駅西口を起点とし、船岡地

域、川辺地域の松尾バス停以降において初乗り１５０円から３０

０円に値上がりになります。

摩気線になります。園部駅西口を起点とし、半田センター以降で
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初乗り１５０円から３００円となっております。

現行設定運賃の説明になります。摩気・園部東部線の半田・口司

方面の現行の運賃を掲載しており、１５０円と３００円の料金設

定になります。

園部町高屋・佐切方面で、１５０円、３００円、４５０円と段階

をふんだ料金となっております。

現行の説明報告になります。資料３他路線との運賃比較（具体

例）で他路線との運賃比較を行っております。こちらで確認させて

いただくと摩気・園部東部線については区間距離５．４ｋｍや６．

７ｋｍで３００円ということになっておるんですけれど、同じぐ

るりんバスで運行しております西本梅スクール癒しの森線につい

ては区間距離８．４ｋｍであったり８．５ｋｍの場合でも１５０

円。５０系統の新光悦村線については区間１１．１ｋｍで１５０円

というかたちになっておりまして、他の区間と比較した場合にち

ょっと整合がとれないような運賃体系となっております。

均一化運賃による影響ということで、直近の乗車実績というか

たちになります。５月９日、１１日、１４日の３日間調査を行いま

して、赤文字のところが運賃改定の部分の対象の路線になるんで

すけれど、こちらについては３日間で６名程度の利用ということ

でございました。

最後に、運賃値下げ、運賃均一化による影響でございます。運賃

均一化を行おうとする、いま紹介させていただいた停留所では、直

近の乗車実績もあり、その利用目的は買い物や通院等の生活交通

としての利用であることが考えられます。運賃の均一化によりま

して現行利用旅客の利便は現状よりも向上し、うち値下げによる

さらなる旅客需要の開拓を見込まれるところでございます。

また、現行の利用実績を確認したところ、現行よりも値下げが

生じるものの、当該路線の大幅な収入減は考えにくい状況でござ

いまして、結果的には利用旅客の増加による収入増に繋がるもの

と考えられます。

以上ぐるりんバスの運賃体系の均一化についてご提案をさせて

いただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

会長 説明が終わりました。ただいまの説明につきましてご質問、ま

たはご意見ありますでしょうか。

委員 一点だけ参考にお伺いしたいんですけども、他の路線がすべて

均一な１５０円、ここの路線だけはこういった運賃体系にもとも
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となっていたということなんですけども、こうなっていたそもそ

もの経緯とかがもしわかれば参考に教えていただきたいなと思い

ます。

事務局 こちらにつきましては、平成１７年の運行開始当初からの運賃

体系を継続しているものでございます。

一点としましては、運行開始当時は３路線がございまして、そ

の中の市街地循環線及び摩気・園部東部線については、当初から１

５０円均一料金というかたちで運行し今まで継続を行っていたも

のでございます。申し訳ないです。１０数年前の部分でちょっと確

認等が出来てなくて確実なことではないんですけれど、おそらく

旧小学校区等をはさむ部分もあって、摩気・園部東部線のみは、循

環型ではなくて一方向の路線であった部分もかんがみて、その路

線のみは距離制運賃、距離によって増加する運賃を適用していた

部分があったのではないかと思っております。

今回についてはもうこの部分は平成２８年度における小学校の

統廃合等も勘案して、運賃体系のみがこれまで通りで残ってた部

分があるので、そういった部分も含めて是正を行うものでござい

ます。以上です。

会長 説明が終わりました。いかがでしょうか。

委員 要は他の公共交通に特に影響なければ問題ないと思ってるんで

すけども、そのような理解でよろしいです。すいませんちょっと土

地勘がないもので申し訳ないです。

事務局 現行路線の区間につきましては、他の公共交通路線と料金上で

この値下げによって競合するところは無いものとしております。

なので他の路線に対しての影響を及ぼす、値下げによる影響を及

ぼすものではないという判断で進めております。

会長 他にご意見ございませんでしょうか。

それでは意見がないようですので議案の表決を行います。恐れ

入りますが、賛成の方は挙手をお願いいたします。

挙手

会長 ありがとうございます。

委員全員の賛成をいただきましたので、ぐるりんバス摩気・園

部東部線の運賃改定については可決されました。

議案は以上となりますが、その他について何かご意見等があり

ましたらお伺いしたいと思います。

委員 今の運賃の件は了承なんですけど、関連して摩気線なんですけ
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ども、口司まで西口からいってますけれども。西口から口司までは

４本走っているんですけれどもね。一方この口司から西口へ向か

うバスは２本なんですね。できればこれを機に乗降客を増やすと

いう観点からですね、口司から西口へ行くバスを４本に増やすと

いうことはできないものかどうか、その辺ちょっと要望を含めて

ですね、事務局の方の対応をお聞かせいただきたいなと思うんで

すけど、いかがでございましょうか。

事務局 現行の園部駅～口司方面については確かに行く本数と帰る本数

で異なるところがございまして、ここの部分についてはおそらく

回送運行、車両の配車ですね、他路線へのまわし等々の関係もあっ

て現行ではその体制となっているというところがございます。ぐ

るりんバスの部分については、また運行事業者等と密に連携しま

して、今委員からおっしゃっていただいたことが可能であるのか

どうかというところも含めて、事業者と共有していこうと思いま

すのでそのようなかたちで報告をさせていただきます。以上でご

ざいます。

委員 運行事業者と協議したいということでございましたけれども、

これを機にぜひ乗降客の増加をですね、図っていくという観点か

らも口司から西口へ向かうバスを西口から口司へ向かうバスと同

様４本に増やしていただくように強く要望したいと思います。

会長 現行の西口行きを２本から４本にすることを要望することでご

ざいますので、事務局の方も検討のほど協議をよろしくお願いし

たいと思います。

他にございませんでしょうか。

それでは無いようでございますので、以上をもちまして議事を

終了いたします。委員の皆様ありがとうございました。

司会 前田会長様、円滑な議事進行ありがとうございました。この南

丹市公共交通会議はこれで閉会させていただきまして、引き続き、

南丹市地域公共交通活性化協議会を開催させていただきます。


